
令和５年度

普通科改革支援事業指定校発表会 資料

学校長 森本 成己



関係機関との連携強化
・クリエイション講座の拡充
・連携協定の締結

広報活動の充実
・中学生や保護者への周知
・地域内外に向けた取組の発信

校内体制の整備
・学科準備委員会の設置
・新たなカリキュラムの実践準備

入学選抜方法の検討
・最適な方法の検討
・入学選抜方法の周知

地域や国際社会のありようにしっかり目を向け、
社会に貢献しようという志をもち、さまざまな
事象の解決や是正、および、原因の追究に粘り
強く挑戦し続けることができる生徒

人文・社会・自然科学の専門知識を深め、事象
を多面的に認識ができるようになるとともに、
自らの読解力や論理的思考力を磨き、新たな価
値を見出だそうとする好奇心をもつ生徒

地域や国際社会に生きるさまざまな方と対話を
重ねつつ、自ら学び、考えて行動できる主体性
や、周囲の仲間と協働しながら物事に取り組む
中で、リーダーシップが発揮できる生徒

カリキュラム
・先行実施の成果検証
・新たなカリキュラムの開発

令和６年度
学科開設

学科設置の目的・特色

令和４年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）

【兵庫県立御影高等学校】学際領域学科（令和６年度設置予定）

管理機関：兵庫県教育委員会
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広がる学び、多様な未来

令和４年度の取組・成果

令和５年度の課題

校外機関との連携
コーディネーターを活用し、新たな思考や
新たな価値観、知的好奇心を育むために、
大学や行政、研究機関、企業や社会貢献を
行う団体等と連携した教育活動を実践

学科独自の開講科目
教科の専門知識を幅広く受講を可能とする
とともに、実社会で活かすことができる
「読解力」や「論理的思考力」「対話力」
「表現力」等を磨くための科目を設置

学際的に取組む探究活動
探究のプロセスを体系的に学び、自らの興
味関心に応じた課題研究や、地域に関する
探究活動に学際的に取組む授業を設定し、
生徒個々が主体的に探究を実践

主体性 協働性 課題解決能力 言語表現スキル 多様な認識

育てたい生徒像

カリキュラム開発 関係機関との連携・協働体制の構築７回開催したカリキュラム開発会議で、
２つのモデル図を開発・共有し、
体系的な探究カリキュラムを検討

→令和５年度より先行実施

学びの先行実施

学年を越えた探究発表会
県外高校との探究発表会
11回のクリエイション講座 等

図１：御影高生の学際探究モデル：個人探究の深まり

図２：多層的な探究コミュニティのモデル

２名のコーディネーターを
中心に、協働体制を構築

２年生が１年生に探究成果発表 県外高校との探究発表交流会 NPO法人の方を招聘した授業 企業の方を招聘した授業

予測不能な今後の社会において、多彩な力を発揮し、新たな価値を創造しながら活躍できる人を育成することを目標とする。その目標を実現させる
ため、校外機関とも連携をとりつつ、生徒の学びのフィールドを校外に広げ、学科独自の開講科目を軸に、多様な認識や高次の認識を育てながら、
学際的に取組む探究活動を展開することで、生徒の知的好奇心を高めるとともに、主体性や協働性、課題解決能力、言語表現スキルの伸長をはかる。

学科開設準備最終年度
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運営指導委員会

カリキュラム開発会議

コンソーシアム会議

ＩＣＴ活用委員会

教育課程委員会

特色づくり委員会

校長

兵庫県教育委員会

職員会議

各教科 各学年

大学

国際NPO
行政・地域NPO

★Colorbath

★神戸市東灘区役所
★コミュニティ・サポートセンター神戸

★神戸大学・甲南大学
京都大学・関西学院大学

研究機関・博物館
企業等

★兵庫県立人と自然の博物館
兵庫県立大学自然・環境科学研究所

神戸市立森林植物園

★株式会社ウエルアップ
ライフデザイン研究所FLAP

★株式会社JTB

連携機関（★はMIKAGEコンソーシアム参画機関）

校務運営委員会

教頭・事務長

高等教育機関や研究機関等
との連携依頼や連絡調整

地域課題に係る探究活動充
実のための行政機関や企業
等との連絡調整

コンソーシアム会議・カリ
キュラム開発会議等、連携
機関等との会議運営

コーディネーター

本事業の企画・運営

カリキュラム検討

ICT機器の活用法の検討

進捗状況を報告し、運営に対
し、指導助言をいただく第三
者により構成された会議

本校校長のリーダーシップのも
と、外部の専門家を招聘し、本
校の特色づくり委員会とタイ
アップしながら、新学科のカリ
キュラム等を協議し、新学科生
の教育内容について方向性を打
ち出すための会議

本校の教育活動を支援する団
体等より、どのような協力が
可能かを提案現状行っている
活動や今後の活動に対して助
言していただいたり、をいた
だいたりする会議

特色教育推進部
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初年度 / 令和4年度
学科設置準備

２年目 / 令和5年度
学科設置準備

３年目 / 令和6年度
学科設置初年度

新学科カリキュラム開発

関係機関と連携関係構築

学科の特色ある学びの先行実施

県外高校との発表会

入学者選抜の検討

新学科カリキュラム開発

関係機関と連携関係強化

学科の特色ある学びの先行実施

広報活動

校内体制の整備

関係機関の連携協力による活動

校内体制の整備

広報活動

カリキュラム開発
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ゴールイメージとして、「主体性・協調性・課題解決能力・言語表現スキル」のいずれかを磨く講座展開を講
師に依頼しており、ほぼすべての生徒が各講座の講師がイメージした通りの学びができている。
さらに、複数回答を可としているため、上記以外にも、「物事を多面的に捉える力」「自己に対する理解」

「発想力」「大きなゴールを小さく分けて考えること、段取り力、計画力」「立ちはだかる壁に楽しんで挑戦す
る力」といった回答等、子どもたちの主体的な気づきが多々あったことも、講座の成果としてあげられる。
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37.1

53.5

9.4

0

ぜひ関わりたい

どちらかと言えば関わりたい

あまり関わりたくない

まったく関わりたくない

将来、国や地域の担い手として、積極的に政策決定にかかわりたいですか。

n = 170
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44.7

48.2

7.1

0

ぜひ貢献したい

どちらかと言えば貢献したい

あまり貢献したくない

まったく関わりたくない

国際社会の課題解決に自分も貢献したいと思いますか。

n = 170
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36.5

55.3

8.2

0

とてもそう思う

どちらかと言うとそう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

課題解決のプロセスにおいて、客観的な証拠に基づき、科学的視点から課題解決にあたることができる。

n = 170
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探究のプロセスの実践を軸とした「学際的に取組む探究学習」

１年１学期～２学期 １年３学期～２年１学期 ２年２学期～３学期 ３年１学期～３学期
「出会う」

探究プロセスの基礎固め
「実践する」

探究プロセスの展開①
「挑戦する」

探究プロセスの展開②
「固める」

探究成果の実感

ＣＲＯＳＳⅠ ＣＲＯＳＳⅠ・Ⅱ ＣＲＯＳＳⅡ ＣＲＯＳＳⅢ

ＳＴＥＡＭ講座―校外での実践、実社会での体験
ビルドアップレクチャー
（デザイン思考講座・データリテラシー向上講座 等）

地域探究プロジェクト

神戸大学文学部の大学生とも協
働しながら取組むプロジェクト
型探究活動

アカデミックリサーチ

自らの興味関心に応じた「研
究」を、希望セミナー講座に分
かれ、じっくり取組む探究活動

探究成果をカタチにする

・探究成果を論文にまとめる
・２年生の探究活動のメンター

「学際的に取組む探究学習」を支える独自の内容

クリエイションⅠ クリエイションⅡ

クリティカルシンキング

探究英語

３つのコアトレーニング

・御影地域のエエとこ
プレゼンテーション

・学問リサーチ
・国際的視野に立ったプチ探究

国際貢献活動にかかわるプロジェクト挑戦
ビルドアップレクチャー
（ファシリテーション講座・1 on 1 傾聴講座・リーダー論講座）

Society5.0を生き抜く生徒を育てるために「読解力」や「論理的思考
力」、「対話力」、「表現力」等を磨くとともに、主体的に他者に伝
えたり、他者と伝え合ったりすることで、自らの考えを発展させる体
験を行う科目として設置する。

Society5.0社会において、ますますボーダレス化が進む国際社会を見据え
れば、ローカルな課題をグローバルな視点で捉える力や、その課題に
ついて英語で議論し、意見表明できる力が必要となる。そうした力を
育成するために設置する。



29

探究のプロセスの実践を軸とした「学際的に取組む探究学習」

ＣＲＯＳＳⅠ ＣＲＯＳＳⅠ・Ⅱ ＣＲＯＳＳⅡ

ＳＴＥＡＭ講座―校外での実践、実社会での体験
ビルドアップレクチャー
（デザイン思考講座・データリテラシー向上講座 等）

地域探究プロジェクト

神戸大学文学部の大学生とも協
働しながら取組むプロジェクト
型探究活動

アカデミックリサーチ

自らの興味関心に応じた「研
究」を、希望セミナー講座に分
かれ、じっくり取組む探究活動

「学際的に取組む探究学習」を支える独自の内容

クリエイションⅠ

クリエイションⅡ

クリティカルシンキング

３つのコアトレーニング

・御影地域のエエとこ
プレゼンテーション

・学問リサーチ
・国際的視野に立ったプチ探究

国際貢献活動にかかわるプロジェクト挑戦
ビルドアップレクチャー
（ファシリテーション講座・1 on 1 傾聴講座・リーダー論講座）

Society5.0を生き抜く生徒を育てるために「読解力」や「論理的思考力」、
「対話力」、「表現力」等を磨くとともに、主体的に他者に伝えたり、
他者と伝え合ったりすることで、自らの考えを発展させる体験を行う
科目として設置する。


